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豪
雪

の
中

映
画
祭

フ
ァ
ン
が
続

々

【
映

画
製

作
に

関
わ

っ
て

】

２
０
１
３
年
、
私
は
ま
だ
Ｊ
Ａ
の

職
員
で
、
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
頃
妻
は
家
業
で
あ
る

農
業
の
仕
事
と
、
次
男
の
長
期
入
院

の
世
話
で
毎
日
病
院
へ
通
う
な
ど
、

私
は
妻
に
か
な
り
負
担
を
か
け
て
い

る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
私
は

57歳
で
、
定
年
ま
で
あ
と

3

年
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
勤
め

を
や
め
て
農
業
に
専
念
す
べ
き
か
迷

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な

12月
の
あ
る
日
、
市
役
所

の
伊
藤
部
長
（
当
時
）
が
Ｊ
Ａ
の
私

の
も
と
へ
あ
る
方
を
連
れ
て
訪
ね
て

来
ら
れ
ま
し
た
。
伊
藤
部
長
と
は
か

ね
て
よ
り
、
「
映
画
の
力
に
よ
っ
て

八
女
市
を
活
性
化
で
き
な
い
か
」
と

話
を
し
て
い
た
経
緯
が
あ
り
、
私
の

映
画
好
き
も
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
伊
藤
部
長
が
連
れ
て
来

ら
れ
た
そ
の
方
こ
そ
私
に
と
っ
て
夢

へ
の
道
を
開
い
て
く
れ
た
「
運
命
」

と
も
言
え
る
人
、
鈴
木
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
で
し
た
。
彼
が
以
前
製
作
し
た

映
画
「
さ
よ
な
ら
、
ク
ロ
」
を
、
私

が
東
京
赴
任
時
代
に
観
て
い
た
こ
と

か
ら
、
す
ぐ
に
意
気
投
合
。
今
に
し

て
思
え
ば
、
有
楽
町
駅
前
の
小
さ
な

映
画
館
で
「
さ
よ
な
ら
、
ク
ロ
」
を

観
た
こ
と
が
、
後
に
運
命
と
も
言
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
八
女
を
舞
台
に
し
た
映

画
製
作
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
の

話
を
聞
い
て
、
私
は
心
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。
私
が
「
一
生
に
一
度
で

も
」
と
願
っ
た
夢
が
、
目
の
前
に
や

っ
て
き
た
の
で
す
。
鈴
木
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
か
ら
は
、
こ
の
映
画
の
製
作

を
ぜ
ひ
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま

れ
、
私
は
一
も
二
も
な
く
、
ぜ
ひ
や

ら
せ
て
く
だ
さ
い
、
と
答
え
て
い
ま

し
た
。
（
続
く
）
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ＪＡ職員時代の

平井氏

主
演

渡
辺
佑
太
朗
が
来
場

熊
本
県
山
鹿
市
に
あ
る
国
指
定
重

要
文
化
財
『
八
千
代
座
』
に
て
、

2

月

21日
上
映
会
が
あ
り
ま
し
た
。
当

日
は
山
鹿
市
長
と
女
優
芋
生
悠
さ
ん

に
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
演
劇
部

員
役
を
演
じ
た
芋
生
さ
ん
は
山
鹿
市

出
身
で
嬉
し
い
凱
旋
報
告
に
な
り
ま

し
た
。
八
千
代
座
は
、
百
十
年
前
の
明
治

43年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
の
芝
居
小

屋
で
す
。
現
在
も
坂
東
玉
三
郎
さ
ん

や
市
川
海
老
蔵
さ
ん
の
一
座
が
来
て

興
行
を
打
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
の
あ
る
劇
場
で
の
上
映

会
で
、
こ
の
由
緒
あ

る
劇
場
を
見
学
す
る

だ
け
で
も
価
値
が
あ

り
ま
す
。
椅
子
は
無

く
、
少
し
斜
め
に
な

っ
て
い
る
桟
敷
席
で

座
っ
て
の
昔
な
が
ら

の
鑑
賞
で
、
傾
斜
が

あ
る
た
め
自
然
と
前

に
ち
ょ
っ
と
ず
つ
進

ん
で
し
ま
い
ま
す
。

当
然
映
画
を
見
な
が

ら
自
分
の
座
り
位
置

を
微
調
整
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
な

ん
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
環
境
で
し
ょ

う
か
。
因
み
に
当
日
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
と
ス
ク
リ
ー
ン
は
当
劇
場
の
大

修
理
完
成
記
念
に
坂
東
玉
三
郎
さ
ん

が
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
の
上
映
と
な

り
ま
し
た
。

あ
き
た
十
文
字
映
画
祭
の
会
場
の
周

り
の
積
雪
は
、
優
に

1メ
ー
ト
ル
を
超

え
、
除
雪
に
よ
る
道
路
脇
は
高
い
雪
壁

が
縦
横
無
尽
に
伸
び
て
い
た
。
会
場
と

な
る
横
手
市
十
文
字
文
化
セ
ン
タ
ー

は
、
レ
ト
ロ
一
杯
の
昭
和
を
感
じ
さ
せ

る
懐
か
し
い
建
物
で
、
第

28回
あ
き
た

十
文
字
映
画
祭
の
中
日
で
あ
る

2月

11

日
の
午
後
か
ら
、
当
映
画
の
上
映
が
行

わ
れ
た
。

こ
の
日
も
湿
気
を
含
ん
だ
重
た
い
雪

が
降
り
止
ま
な
い
中
、
大
勢
の
お
客
様

が
肩
に
頭
に
雪
を
被
り
な
が
ら
来
場
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
客
席
も
ほ
ぼ
八

割
ほ
ど
埋
ま
り
、
こ
の
作
品
に
対
す
る

意
識
と
期
待
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る

ま
し
た
。
そ
の
観
客
の
中
に
は
私
の
小

中
高
の
同
級
生
た
ち
が
パ
ー
ト
ナ
ー
同

伴
で
来
て
く
だ
さ
り
、
温
も
り
の
あ
る

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

上
映
中
は
他
所
と
同
じ
く
、
泣
き
笑
い

や
感
動
の
箇
所
に
ズ
レ
は
な
く
１
０
２

分
の
鑑
賞
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

上
映
後
は
実
行
委
員
の
出
雲
さ
ん
の

司
会
と
、
主
演
を
務
め
た
渡
辺
佑
太
朗

さ
ん
、
不
肖
私
と
の

3人
に
よ
る
フ
リ

ー
ト
ー
ク
で
し
た
。
役

作
り
の
工
夫
や
製
作
で

の
苦
心
等
を
語
り
合
い

ま
し
た
が
、
映
画
と
い

う
も
の
は
、
作
っ
た
の

は
ス
タ
ッ
フ
俳
優
そ
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
で
し
た

が
、
完
成
さ
せ
る
の
は

あ
く
ま
で
観
終
え
た
観

客
の
皆
様
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
ト
ー
ク

後
の
盛
大
な
拍
手
を
い

た
だ
い
た
瞬
間
に
、
こ

の
映
画
が
や
っ
と
作
品

に
な
っ
た
と
確
信
に
至

り
ま
し
た
。

ま
た
、
福
岡
県
立
八

女
農
業
高
校
が
作
っ
た

１
５
０
本
の
八
女
茶
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
差
し

入
れ
は
、
じ
ゃ
ん
け
ん

に
よ
る
勝
ち
抜
き
で

観
客
の
皆
様
に
配
れ

て
大
い
に
八
女
茶
の

宣
伝
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
映
画
祭
の
運

営
に
当
た
り
実
行
委

員
長
の
小
川
さ
ん
、

実
行
委
員
の
吉
村
さ

ん
、
そ
し
て
大
会
運

営
に
関
わ
っ
た
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
、
ま

た
、
大
会
中

12本
の

映
画
を
休
む
暇
な
く

上
映
し
続
け
た
秋
田
映
画
セ
ン
タ
ー
の

吉
田
さ
ん
た
ち
の
頑
張
り
に
脱
帽

！

数
十
年
ぶ
り
に
青
春
映
画
を
鑑
賞
致
し
ま
し
た
。
春
の
甲

子
園
選
抜
大
会
予
選
に
敗
退
し
た
八
女
北
高
校
野
球
部
は
、

チ
ー
ム
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
始
め
る
中
、
監
督
の
指
導
理
念

「
野
球
だ
け
の
人
間
に
な
る
な
！
」
と
い
う
信
念
で
、
ピ
ッ

チ
ャ
ー
の
ジ
ュ
ン
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
キ
ャ
プ
テ
ン
の
リ
ョ

ウ
タ
、
エ
ラ
ー
を
し
て
し
ま
っ
た
カ
ズ
マ
の

3人
に
演
劇
部

に
行
く
よ
う
命
令
さ
れ
る
。
反
発
す
る
３
人
の
出
会
い
や
体

験
を
通
し
て
成
長
し
て
い
く
姿
が
昭
和
の
良
き
時
代
を
思
い

起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
仲
間
や
家
族
と
共
に
今
を
生
き

る
、
今
の
瞬
間
を
大
切
に
育
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
教

師
の
温
か
い
エ
ー
ル
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
く
姿
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

こ
の
作
品
を
観
て
あ
る
論
語
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
皆
様

ご
存
知
の
儒
教
五
常
で
、
「
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
」
と
い

う
陰
陽
五
行
説
に
対
応
し
た
も
の
で
、
優
し
い
心
、
強
い

心
、
感
謝
す
る
心
、
正
し
い
心
、
正
直
な
心
、
人
を
裏
切
ら

ず
、
礼
儀
正
し
く
、
真
心
こ
め
て
、
筋
道
を
通
す
こ
と
、
い

わ
ゆ
る
「
道
徳
」
で
す
。
映
像
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
ひ
と
り

一
人
の
個
性
を
大
事
に
し
、
夢
、
挫
折
、
友
情
、
初
恋
、
冒

険
・
旅
立
ち
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
今
の
瞬
間
を
生
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

勝
負
の
世
界
は
勝
ち
負
け
で
決
ま
り
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル

も
入
賞
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
自
分
だ
け
が
そ

の
世
界
に
浸
っ
て
い
て
は
世
界
は

変
わ
ら
な
い
。

色
々
な
出

会
い
や

別
れ
が
あ
り
、
苦
し
み

悩
み
心
の

葛
藤
を
経
験
し
て

更
に
成
長
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
映
画
で
し
た
。

鎌
倉
建
長
寺
学
び
の
会
事
務
長

鈴
木
恵
美
子

名
刹

建
長

寺
も

感
動

左）芋生悠 右）山鹿市長

左）鈴木プロデューサー

右）渡辺佑太朗さん

八
千
代
座

で
上
映



上 映 日 主 催 者 及 び 鑑 賞 団 体 上 映 日 主 催 者 及 び 鑑 賞 団 体 上 映 日 地 域 名 主 催 者 ・上 映 場 所 配 給 会 社

2 0 1 8 / 5 / 2 7 埼 玉 映 画 文 化 協 会 2 0 1 8 / 1 1 / 1 1 製 作 配 給 委 員 会 　 お り な す 八 女 2 0 1 9 / 3 / 2 兵 庫 県 西 宮 市 T O H O シ ネ マ ズ 西 宮 O S T O H O シ ネ マ ズ

2 0 1 8 / 5 / 2 8 岡 山 県 教 育 研 究 会 美 佐 久 支 部 2 0 1 8 / 1 1 / 1 5 阿 南 高 等 学 校 2 0 1 9 / 3 / 2 茨 城 県 水 戸 市 T O H O シ ネ マ ズ  水 戸 内 原 T O H O シ ネ マ ズ

2 0 1 8 / 6 / 1 4 長 野 県 須 坂 高 等 学 校 2 0 1 8 / 1 1 / 1 8 T O HO シ ネ マ ズ 　 秋 葉 原 UD X ｼ ｱ ﾀ ｰ 2 0 1 9 / 3 / 1 0 鹿 児 島 県 鹿 児 島 市 か ご し ま 県 民 交 流 セ ン タ ー 県 民 ホ ー ル シ ネ マ リ ン ク （ 鹿 児 島 ）

2 0 1 8 / 6 / 1 5 慶 成 高 等 学 校 2 0 1 8 / 1 1 / 2 0 岡 山 商 科 大 学 附 属 高 等 学 校 2 0 1 9 / 3 / 1 7 福 岡 県 八 女 市 お り な す 八 女 　 バ リ ア フ リ ー 版 ・通 常 版 製 作 配 給 委 員 会 （八 女 ）

2 0 1 8 / 6 / 2 8 シ ネ マ リ ン ク （鹿 児 島 ） 2 0 1 8 / 1 1 / 2 3 と び か た 映 画 村 実 行 委 員 会 2 0 1 9 / 3 / 2 0 鹿 児 島 県 鹿 屋 市 鹿 屋 体 育 大 学 シ ネ マ リ ン ク （ 鹿 児 島 ）

2 0 1 8 / 7 / 1 埼 玉 映 画 文 化 協 会 2 0 1 8 / 1 2 / 2 一 貫 山 公 民 館 2 0 1 9 / 3 / 2 4 東 京 都 台 東 区 秋 葉 原 U D Xシ ア タ ー T O H O シ ネ マ ズ

2 0 1 8 / 7 / 2 3 大 分 県 私 学 協 会 2 0 1 8 / 1 2 / 2 引 津 公 民 館 2 0 1 9 / 3 / 1 ～ 3 / 3 1 沖 縄 県 沖 縄 市 シ ア タ ー ド ー ナ ツ シ ア タ ー ド ー ナ ツ

2 0 1 8 / 8 / 2 2 下 伊 那 郡 農 業 高 等 学 校 2 0 1 8 / 1 2 / 2 姫 島 保 健 福 祉 館 2 0 1 9 / 3 / 3 1 東 京 都 武 蔵 野 市 吉 祥 寺 プ ラ ザ T O H O シ ネ マ ズ

2 0 1 8 / 8 / 2 2 九 州 全 県 農 業 高 校 研 修 会 2 0 1 8 / 1 2 / 2 T O H O シ ネ マ ズ 　 天 神 ソ ラ リ ア 館 2 0 1 9 / 4 / 2 6 秋 田 県 秋 田 市 秋 田 市 文 化 会 館 小 ホ ー ル 秋 田 県 映 画 セ ン タ ー

2 0 1 8 / 9 / 1 1 JA 山 川 2 0 1 8 / 1 2 / 7 山 陽 女 子 高 等 学 校 2 0 1 9 / 6 / 2 1 熊 本 県 熊 本 市 KKR ホ テ ル 熊 本 熊 本 映 画 セ ン タ ー

2 0 1 8 / 9 / 1 3 軽 井 沢 高 等 学 校 2 0 1 8 / 1 2 / 7 八 女 市 障 害 者 週 間 啓 発 事 業 2 0 1 9 / 6 / 2 2 福 岡 県 八 女 市 福 岡 県 立 福 島 高 校 P T A 教 育 研 修 委 員 会 製 作 配 給 委 員 会 （八 女 ）

2 0 1 8 / 9 / 1 4 八 女 市 P T A 連 合 会 全 体 研 修 会 2 0 1 8 / 1 2 / 9 八 幡 校 区 映 画 鑑 賞 会 2 0 1 9 / 6 / 2 3 宮 城 県 仙 台 市 T O H O シ ネ マ ズ 仙 台 T O H O シ ネ マ ズ

2 0 1 8 / 9 / 2 6 高 松 中 央 高 等 学 校 2 0 1 9 / 1 / 5 T O H O シ ネ マ ズ 　 ｼ ﾈ ﾏ ｰ ﾄ心 斎 橋 2 0 1 9 / 7 / 3 秋 田 県 大 仙 市 大 仙 市 立 大 曲 西 中 学 校 秋 田 県 映 画 セ ン タ ー

2 0 1 8 / 1 0 / 1 長 野 日 大 高 等 学 校 2 0 1 9 / 1 / 9 熊 本 映 画 セ ン タ ー 2 0 1 9 / 7 / 1 3 熊 本 県 熊 本 市 熊 本 県 私 学 協 会 保 護 者 会 ・ キ ャ ン ド ル 熊 本 映 画 セ ン タ ー

2 0 1 8 / 1 0 / 4 飯 田 O IＤ E 長 姫 高 等 学 校 2 0 1 9 / 1 / 1 4 シ ネ マ リ ン ク （鹿 児 島 ） 2 0 1 9 / 7 / 2 1 ・7 / 2 2 福 岡 県 北 九 州 市 イ オ ン シ ネ マ 戸 畑 ／ 小 倉 昭 和 館 北 九 州 映 画 サ ー ク ル 協 議 会

2 0 1 8 / 1 0 / 1 0 中 野 立 志 舘 高 等 学 校 2 0 1 9 / 1 / 2 7 T O HO シ ネ マ ズ 　 秋 葉 原 UD X ｼ ｱ ﾀ ｰ 2 0 1 9 / 7 / 2 4 秋 田 県 湯 沢 市 湯 沢 市 文 化 会 館 会 議 室 湯 沢 市 教 育 委 員 会 校 長 会

2 0 1 8 / 1 0 / 2 6 熊 本 県 立 大 津 高 等 学 校 2 0 1 9 / 1 / 3 1 鹿 児 島 純 心 女 子 中 学 ・ 高 等 学 校 2 0 1 9 / 8 / 1 0 ～ 8 / 2 3 長 野 県 塩 尻 市 塩 尻 劇 場  東 座 塩 尻 劇 場  東 座

2 0 1 8 / 1 0 / 2 8 福 岡 映 画 サ ー ク ル 協 議 会 2 0 1 9 / 2 / 3 製 作 配 給 委 員 会 　 お りな す 八 女 2 0 1 9 / 8 / 2 3 福 岡 県 八 女 郡 広 川 町 広 川 町 太 田 自 治 区 ・太 田 公 民 館 製 作 配 給 委 員 会 （八 女 ）

2 0 1 8 / 1 1 / 1 穂 高 商 業 高 等 学 校 2 0 1 9 / 2 / 9 Ｔ Ｏ Ｈ Ｏ シ ネ マ ズ 天 神 ソ ラ リ ア 館 2 0 1 9 / 8 / 3 0 秋 田 県 潟 上 市 潟 上 市 立 天 王 南 中 学 校 秋 田 県 映 画 セ ン タ ー

2 0 1 8 / 1 1 / 1 篠 ノ井 高 等 学 校 2 0 1 9 / 2 / 9 ～ １ １ あ き た 十 文 字 映 画 祭 2 0 1 9 / 9 / 7 福 岡 県 遠 賀 郡 岡 垣 町 岡 垣 中 学 校 九 州 シ ネ マ ・ア ル チ （ 福 岡 ）

2 0 1 8 / 1 1 / 2 倉 敷 高 等 学 校 2 0 1 9 / 2 / 1 6 T O H O シ ネ マ ズ  名 古 屋 ベ イ シ テ ィ 2 0 1 9 / 9 / 7 ～ 2 週 間 熊 本 県 天 草 市 本 渡 第 一 映 劇 本 渡 第 一 映 劇

2 0 1 8 / 1 1 / 4 T O HO シ ネ マ ズ 　 秋 葉 原 U D X ｼ ｱﾀ ｰ 2 0 1 9 / 2 / 1 6 鎌 倉 建 長 寺 2 0 1 9 / 9 / 2 2 広 島 県 呉 市 広 島 県 母 親 大 会 ・ 呉 市 広 市 民 セ ン タ ー シ ネ マ キ ャ ラ バ ン （広 島 ）

2 0 1 8 / 1 1 / 8 広 島 崇 徳 学 園 高 等 学 校 2 0 1 9 / 2 / 2 1 山 鹿 市 と 熊 本 映 画 ｾ ﾝﾀ ｰ  八 千 代 座 2 0 1 9 / 1 1 / 9 熊 本 県 熊 本 市 熊 本 県 立 翔 陽 高 校 熊 本 映 画 セ ン タ ー

2次 上 映 実 績 上 映 予 定

２０１９年２月２８日(木) 映 画 新 聞 第６号 ( 2 )

上映会主催者募集！

製作配給委員会では上映会主催者を募集して
おります。
素材は、通常版に加え、英語版、バリアフリー版
(日本語字幕・音声ガイド)もご用意しております。

【【【【主主主主題題題題歌歌歌歌ＣＣＣＣＤＤＤＤ】】】】
「ユビノサキヘ」

Ｇｏｏｄ Ｃｏｍiｎｇ

２
月
３
日
（
日
）
、
八
女
市

で
初
め
て
と
な
る
英
語
字
幕
版

の
上
映
会
が
、
お
り
な
す
八
女

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
映
に
先
立
ち
、
こ
の
映
画

に
演
劇
部
員
と
し
て
出
演
し
た

古
賀
も
も
こ
さ
ん
が
、
地
元
の

民
謡
『
八
女
茶
山
唄
』
を
豊
か

な
声
量
で
朗
々
と
歌
い
上
げ
ま

し
た
。
８
歳
の
時
か
ら
民
謡
を

学
び
、
大
会
で
優
勝
す
る
ほ
ど

の
本
格
的
な
歌
声
に
会
場
か
ら

は
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。今
回
の
上
映
会
で
は
、
原
作

の
舞
台
と
な
っ
た
西
日
本
短
期

大
学
附
属
高
校
の
現
役
野
球
部

員
や
そ
の
保
護
者
の
方
々
も
鑑

賞
さ
れ
ま
し
た
。

英
語
字
幕
版
は
、
世
界
各
地

の
映
画
祭
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る

た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。
観
賞
し
た
英
語
の

先
生
方
に
感
想
を
伺
っ

て
み
る
と
「
こ
の
映
画

の
英
語
字
幕
版
は
初
め

て
の
経
験
で
し
た
が
、

簡
潔
で
的
を
得
て
い
る

翻
訳
で
し
た
。
日
常
会

話
な
の
で
英
語
の
勉
強

教
材
に
最
適
で
、
生
徒

た
ち
に
も
ぜ
ひ
観
せ
た
い
」
「
海
外

の
多
く
の
若
者
に
も
観
て
ほ
し
い
」

「
英
和
対
訳
の
学
習
教
材
が
あ
っ
て

も
い
い
く
ら
い
」
と
の
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。

上
映
後
、
原
作
者
の
竹
島
由
美
子

先
生
よ
り
、
主
題
歌
「
ユ
ビ
ノ
サ
キ

ヘ
」
は
、
生
徒
の
短
歌
『
ど
う
し
て

も
欲
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
指

先
の
ち
ょ
っ
と
向
こ
う
で
消
え
ま
し

た
。
』
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
宇
梶
剛
士
さ
ん
が
演
じ
た

監
督
役
の
モ
デ
ル
で
あ
る
西
村
監
督

（
西
短
高
校
野
球
部
監
督
）
が
、

「
夢
を
叶
え
た
生
徒
た
ち
が
、
今
度

は
皆
の
為
に
な
る
こ
と
を
し
よ
う
と

い
う
志
を
持
ち
頑
張
っ
て
い
る
」
と

い
う
話
を
さ
れ
、
物
語
は
ま
だ
現
在

も
実
際
に
続
い
て
い
る
と
い
う
実
感

で
し
た
。

～Leading Roles（英語版タイトル）～
八
女
で
映
画
の
ロ
ケ
が
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
出
来
上
が
っ
た
映
画
を
観
て
、

『
思
っ
て
い
た
よ
り
日
本
ら
し
い
「
八
女
」

が
ち
ゃ
ん
と
撮
ら
れ
て
い
る
な
。
』
と
感
動

し
ま
し
た
。

私
は
耳
が
聞
こ
え
な
い
の
で
、
映
画
を
観

る
時
は
、
字
幕
が
な
い
と
観
れ
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
上
映
を
し
て
く
れ
る
と

聞
い
た
時
は
嬉
し
く
て
、
色
ん
な
友
達
に
知

ら
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
字
幕
付
き
で
上
映

さ
れ
る
映
画
館
の
日
時
は
限
ら
れ
て
い
て
、

日
時
が
合
わ
ず
観
れ
な
い
人
も
沢
山
い
て
、

本
当
に
残
念
で
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
上
映
と
い
う
特
別
上
映
で

は
な
く
て
、
最
初
か
ら
全
て
の
人
が
同
じ
映

画
を
一
緒
に
観
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
は
な
く
、
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
マ
ナ
ー
」
の
こ
と
を
広
め
て
、
理
解

し
て
も
ら
え
た
ら
…
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が

い
つ
で
も
、
い
い
映
画
を
観
ら
れ
る
よ
う
に

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

字
幕
付
き
で
、
八
女
の
映
画
を
観
ら
れ
て

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
観
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
映
画
監
督
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

馬
場
美
紀

映
画
に
出
演
す
る
の
は
人
生

で
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
観
る
」
立
場
か
ら
「
観
せ

る
」
と
い
う
立
場
に
変
わ
り
、

撮
影
当
初
は
戸
惑
い
や
不
安
が

多
く
あ
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て

は
私
の
人
生
の
視
野
を
大
き
く

広
げ
た
と
て
も
良
い
機
会
だ
っ

た
と
思
う
。

撮
影
期
間
中
は
毎
日
、
共
演

し
て
い
る
役
者
の
方
々
か
ら
刺

激
を
受
け
た
。
特
に
、
普
段
の

姿
と
撮
影
中
の
姿
の
ギ
ャ
ッ
プ

や
、
撮
影
に
挑
む
時
の
真
剣
な

眼
差
し
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。
プ
ロ
の
演
技
を
間
近
で
見

て
圧
倒
さ
れ
た
。

映
画
で
学
ん
だ
こ
と
は
書
き

き
れ
な
い
ほ
ど
沢
山
あ
り
、
私

は
本
当
に
貴
重
な
経
験
を
し
た

の
だ
と
改
め
て
思
う
。
監
督
に

映
画
の
助
言
だ
け
で
は
な
く
人

生
の
助
言
を
頂
い
た
り
、
役
者

の
方
々
と
こ
の
作
品
に
か
け
る

熱
い
想
い
を
話
し
た
り
、
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
や
支
援
す
る
会
の

方
々
に
沢
山
支
え
て
頂
い
た
り

と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

だ
。
誰
一
人
欠
け
て
も
出
来
な

か
っ
た
作
品
だ
と
思
う
し
、
出

会
い
に
感
謝
し
た
い
。

こ
の
映
画
が
上
演
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
私
の
中
の
地
元
を
愛

し
、
誇
り
に
思
う
心
が
今
ま
で

よ
り
、
一
層
強
く
な
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
地
元
出
演
者
と
し
て

八
女
を
想
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず

こ
の
映
画
を

1人
で
も
多
く
の

方
に
見
て
も
ら
う
た
め

PRし
て

い
き
た
い
と
思
う
。古
賀
も
も
こ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
上

映
を

観
て

映
画
に
出
演
し
て

サイズ38mm

【【【【パパパパンンンンフフフフレレレレッッッットトトト】】】】
（定価７００円）

【【【【原原原原作作作作本本本本】】】】
原作：竹島由美子

（定価１７２８円）

【【【【缶缶缶缶ババババッッッッジジジジ】】】】
<全4種類>

（1個 300円／４個 1000円）

☆大津高校生徒から届いた色紙☆ 英語でスピーチする山下教諭

右）原作者 竹島由美子さん

左）西短野球部監督 西村慎太郎さん

※詳しくは製作配給委員会(0943-24-9061)
までお問合せ下さい。


